
（2020 年度改訂版） 

 警報発令時における生徒の登下校について  

 

１． 始業前に学校所在地または居住地に暴風警報、特別警報（全般）が発表されている場

合  ※以下暴風警報等 

 

 （１）午前 6 時の段階で暴風警報等が発令されている場合は、自宅待機とします。 

（寮生については、寮待機とします。） 

 （２）午前 9 時までに暴風警報等が解除された場合は、解除から 2 時間後を目安に授業を行います。 

 （３）午前 9 時を過ぎても暴風警報等が解除されない場合は、当日の授業は中止します。（臨時休校） 

  

注 （ア）上記（２）、（３）の場合であっても、道路、河川、橋梁等の状況によって登校に危険が伴うと思われる場合及び

交通機関や通学路の支障・損傷等により登校が困難な場合は、速やかに学校または担任まで連絡する。 

（イ） 登校中に暴風警報等が発令された場合、自宅もしくは学校との距離や移動手段等を考え、自宅や学校以外の

施設等も含めて安全と思われる場所に移動(避難)する。（可能な限り、その旨を学校または担任に連絡する。） 

   

 

 

 

 

 

 

２． 始業後に学校所在地に暴風警報、特別警報（全般）が発表された場合 

 （１）原則、直ちに授業を中止し、帰宅させます。 

 （２）ただし、台風の進路・速度・勢力、道路や橋梁、交通機関等の状況から、安全に帰宅することが困難 

な場合は、学校で待機させ、周辺の安全が確認された後、帰宅させます。 

      （３）寮生については学校待機とし、警報解除後、周辺の安全が確認された後、寮へ帰寮させます。 

（４）上記のいずれであっても、学校から各家庭への一斉メール、または、担任から保護者に電話、メールをし 

ます。 

   

３．その他 

 （１）上記以外でも気象状況、登下校の安全が確保できない場合は、学校長または副校長の判断により自 

宅待機とする場合があります。 

 （２）その際には、学校から各家庭への一斉メール、または、担任から生徒、保護者に対して電話、メールをし 

ます。 

     （３）市町村が発令する特別警報が発令されていない場合や、避難準備（警戒レベル３以下）が発令さ

れている場合等であっても学校に登校することが難しい場合は、学校に相談してください。 
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特別警報（全般）について（気象庁 HP より抜粋） 

特別警報とは何ですか？ 

 「特別警報」は、予想される現象が特に異常であるため、重大な災害の起こるお

それが著しく大きい旨を警告する新しい防災情報です。 

気象等に関する特別警報の発表基準 

 

（注） 発表にあたっては、降水量、積雪量、台風の中心気圧、最大風速などについて過去の災害事例に

照らして算出した客観的な指標を設け、これらの実況および予想に基づいて判断をします。 
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避難準備・避難勧告・避難指示について（内閣府 HP より抜粋） 

警戒レベルを用いた避難勧告等の発令について 

  住民等が情報の意味を直感的に理解できるよう、防災情報を５段階の警戒レ

ベルにより提供し、とるべき行動の対応を明確化しました。 

 


